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IL ビー ロ sOI 


MODEL  R-L21 


よく お 読み の 上 、 ご 利用 下さ い 。 


上 く お 使 いい た だ く SM 


ルビ ー ロ ッ ク II の 特長 


レビ ー ロ ッ ク II は 、 お 手持 ちの ミシン に ネジ | 
ト で 取り 付け て 、 か ん た ん に 本 格 的 オー バー ロ 
ッ ク 縫い が で きる よう 、 考 案 さ れ 、 軽 量 コ ン パ 
クト に 設計 され た 特許 、 ミ シン 附属 品 で す 。 


| . 図 の よう に 4 本 の ミシン 糸 を 使っ た 標準 の 縫い 
幅 が 4.5- て 5mm で 表裏 が 同じ 縫い 目 の 本 格 的 オー 
バー ロッ ク 縫 い が 普 通 の ミシン で か ん た ん に で 
き ます 六 

2. この ロッ ク 縫 い は 、 直線 縫い を 利用 し ます か ら 、 
洗濯 を し て も みだれ る こと な く 丈 夫 で 扱い や す 
い 利 点 が あり ます 。 


Nol ロー シャ ンク | No2 ハイ シャ ンク 9 No3 スラ ント 

布 押 え が 低 い 布 押え が 高い 

家庭 用 ジグ ザ グ 職業 用 タイ フ の ミシン 

縫い ミシン 家庭 用 ミシン 
ロー シャ ンク の ミシン ョ ペイ シャ シン の ミン シン | シン ガー スラ シト 
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ロッ ク 糸 掛け 部 3 


糸 掛 け 棒 一 1 


(アン テ ナ ) 


ロッ ク 未 立 で 


| 付属 部 品 | 


※ 職 業 用 ミシン (No2) 
職業 用 タイ フ の 家庭 用 ミシン 、 
低速 可能 な 工業 用 ミシン の 場合 
に 付け 換え て 使用 する 取付 金具 
で 区 (P 9 参照 ) 


ビ ピンセット ( 通 し 用 ) 
場合 は 必要 あり ませ ん 


し ます 


※ 本 機 に 系 が 通し て ある 


糸 の 交換 は 結ん で 引き 出 
(P5 参 照 ) 


仕 様 


本 体 … 幅 約 12X 奥 行 21X 高 さ 7cm 
アン テ ナ 引 伸 し の 高 さ … 38cm 
重量 (本 体 の み ) …… 約 540 9 
附属 品 入 総 重量 約 800 
yesasen 鋼板 加工 部 品 使用 
カバー 22otrtt A B S 樹 脂 使用 


上 ロッ ク 糸 調節 A ネジ 


上 ロッ ク 系 案内 針 


下 ロ ッ ク 未 案内 針 


糸巻 き の 上 面 に の せ て いる 円 盤 は 
特に 左側 の 上 ロッ ク 糸 用 に 使用 し 
ます 

上 ロッ ク 氷 を 均等 に 引き だ す た め 
で す 。 不 均等 に な っ て いる と 縫い 
目 が 乱れ ます 。 特 に 大 巻き の ロッ 
ク 糸 又は より が 強く か か っ た 維 の 
場合 に 必要 に な り ま す 。 


小型 ロッ ク 系 
白色 90 番 2 巻 


ご 使用 で きる ミシン 


ご 使用 で き な い ミシン 


・ 家 庭 用 直線 縫い 

・、 久 、 ジ グ ク ザ グミ シシ 

・ 職 業 用 ミシン (低速 の で きる 工業 用 ミシン ) 

・ 職 業 用 タイ プ 家 庭 用 ミシン 

・ お 手持 ちの 足 踏 、 電 子 (コン ピュ ー タ ー)、 
フリ ー ア ー ム 》 ポー タブ ル 等 の ミシン に 新 
旧 を 問わ ず ご 利用 で きま す 。 (右記 に 示す 使用 
で き な い 標準 型 以 外 の ミシン を 除く ) 

・ ミ ニ ジ ャ ガー 等 の 電灯 線 (100 V ) 使 用 の 小型 ミニ ミ シ 
ン は 使用 で きま す 。 


ジン 
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・ 玩 具 ミ シン (乾電池 使用 の ミシン ) 

・ 布 押え の 交換 で き な い ミシン 
(プラ ザー パス テリ ア 、 ネ オ パ ス テリ ア ) 

・ 特 殊 構造 の 家庭 用 ミシン 

(特に スイ ス の エル ナ 、 ス ウェ ー デ ン の ハス ク バ ナー、 
エレ クト ロラ ックス な どの ヨー ロッ パ 製 ミシン 、 ジ ャ 
ガー の イタ リア 製 「 ロ ジ カ 」、 リ ッ カ ー の スイ ス 製 「 ホ 
リ デ ィ ー ヌ 」 な ど ) と ジャ ノ メ セ シオ 8200 

・ 高 速 工業 用 ミシン 

(低速 が で きる 工業 用 ミシン は 使用 可能 ) 


※ こ の 説明 書 は 古い ミシン 、 新 し い ミ シン 、 有 名 ・ 無 名 の ミ 
シン 、 国 内 ミシン 、 輸 入 ミ シン 等 各種 様々 の 多く の ミシン 
を 調査 し て その 内 の 特別 の ミシン を 除き ほとん どの ミ シ 
ン に 取り 付け て 使用 で きる よう 
っ て 安心 し て ご 使用 で きる よう 


に 説明 し て いま す 


きこ の 説明 書 に 使用 し て いる ルビ ー ロ ッ ク 1 の 写真 及び 説 
明 図 に お いて 、 形 状 が 現品 と 異 る 場合 が あり ます 。 こ れ 
は 、 最 近 極め て 小型 の ミシン が 市 販 さ れる よう に な り 、 こ 
れ ら の ミシン に も 取り つけ られ る よう に カバ ー の 外形 の 
一 部 を 変形 し て 小型 の ミシン に も 使用 で きる よう に 改め 
た も の て で 、 扱 い 方 及び 機能 に は 変り あり ませ ん 


ロッ ク の 通し 方 


糸 掛 け 棒 ア ン テ ナ を 垂直 に 立て 、 い 


っ ぱい に 伸ばし て 下さ い 。 この と き 、 
ロッ ク 糸 掛け 部 ①⑧ が 各 (⑳⑧ の 真 上 


司 な る よう に し て 下さ い 。 

本 器 に つい て いる 縫い 見 本 と ロッ ク 
糸 は 切り は ず さ な いで その まま ミ シ 
ン に つけ て 下さ い 。 

も し ロッ ク 糸 が 抜け た と き は 左 の 上 
ロッ ク 糸 を Dー⑦ に 、 右 の 下 ロ ッ ク 
糸 を ⑧ 一 ⑮ の 順に 通し て 下さ い 。 
糸 穴 ⑮ は 腕 金 を 一 番 下 まで 下げ て 下 
さい 。 布 の 下 か ら 出 て きま す 。 

( 糸 を 取り か える と き は 5 ペー ジ を 見 
て 下さ い 。) 

③ と ⑩ の 調節 皿 の 間 に 糸 が 入っ て い 
ます か 。 何 度 も 確認 し て 下さ い 。 入 
っ て な いと 縫 えま せん 。 


腕 金 を 下げ る と 
(1⑳ の 系 穴 が 出 ます 


@ 職業 用 ミシン な ど 押 え 棒 の 高い ミシン の 場合 は 附属 の 
No 2 、HIGH 記 号 の 取付 金具 に つけ か えて 下さ い 。 


ミシン へ 取り 付け る 前 に 


4 I 1. ル ビー ロッ ク II を 取り 付け る 前 に 、 ミシン 
用 / の 直線 縫い が で きる 状態 に し ます 。 
く ye | 2. ミ シン 糸 は 上 下 2 本 出 た まま に し ます 。 


(⑳( 


. ミ シン の 押え 上 げ レ バー を 上 げ て 、 ミ シ 

ン 針 を 最上 位置 (6) に し ます 。 

4. ミ シン の 布 押 え 金 (C) を も と か ら は ず し ます 。 

5. 切 り バ ネ D) が ある ミシン は 腕 金 が 触れ 
な い 様 に 押え 棒 か ら は ず し ます 。 

注意 ジグ ザ グ ミ シン の 場合 は 中 基線 (M) 
の 直線 縫い に し ます 。 針 止め ネジ の 右 下 
に 糸 か け 針 金 (は り が ね ) の つい て いる 

ミシン は 腕 金 が 触れ て 針 が 横 に 当る の で 

針金 を 下向き に 曲げ て 下さ い 。 (下図 照 ) 

(写真 ②③④⑤ を 参照 し て 下さ い 。) 


〇 取り 付け 部 は 2 箇所 〇 を ② 
に 。③ を ⑤ に は め る 。 

. ル ビー ロッ ク II を ミシン の 後 
方 か ら 手前 に 移行 させ ます 。 

- ル ビー ロッ ク II の 腕 金 (を ミ 
シン の 針 止 め ネ ジ ② に さ し 込 
みな が ら 取 り 付 け 部 ③( コ の 字 
形 部 ) を ミシン の 押え 棒 ⑤ に は 
め 合 わせ ます 。 最 後に ネジ ④ で 
し っ か り し め ま す 。 

3. 腕 金 ( い は 針 止め ね じ ② に 軽く 
は め あ わせ る だ け で 固定 する 
も の で は あり ませ ん 。 取 り 付 け 
は 1 一 2 分 で 充分 で きま す 。 


の 
| の 本寺 え 金 を は ず す 。 


いい) 


し 縫い を し て 下さ い (本 体 ( 


ロッ ク 系 と ミシン 座 を 20cm ほ ど 左 に 引き 出し ます 。 
。 ロッ ク 縫 い を する 布 (は ぎれ ) を 案内 台 の 上 側 に 
の せ て 、 そ の 先端 を ロー ラー の 下 に 入れ ます 。 こ 
の と き 、 一 度 ロ ー ラ ー の 後ろ まで 布 端 を 入れ た 後 、 
少し 手前 に 布 を 引っ ぱり ます 。 

ミシン の 押え 上 げ レ バー を 下げ ます 。 
. ミ シン の プー リー を 手 で ゆっ くり 廻し な が ら 、 低 
速 で 縫い 始め ます 。 毎 分 200 回 転 以 下 で ゆっ くり 
使用 し て くだ さい 
.。 縫い 調子 が で きま し た ら 、 そ の は ぎれ の 後に 続い 
て 本 縫い の 布 を 図 の よう に 入れ て 下さ い 。 必 ず 切 
り は な すこ と な く 、 す ぐ 続 いて 入れ て 下さ い 。 和 
が 続い て お れ ば 本 縫い 布 の 端 か ら 縫 え ます 。 

急 な カー ブ プ 縫 い は 、 左 手指 先 で | 針 ず つ 送 る よう 
EE 2 8 に し て ミシン を 廻し て 下さ い 。 (6 ペー ジ 参 照 ) 
に Pr トリ 析 7 . 目 の 細 か い 織 目 の 布 で プカプカ と は ずん て で 直線 縫 
下さ い い の 目 が か か ら な い の で 、 細 い ミ シン 釧 (| 番 ) に 
@ 縫い 終り は 進行 方 向 に 引き 出し て 下さ い つけ 換え て 下さ い 。 
H ド 8. 直線 だ け 縫 え て ロッ ク 率 が か か ら な いと き は ミ シ 
RG 


ン 針 の 先 が 下 ロッ ク 座 に 届い て な い の で ミシン 針 
を | mm 程 下 げ て 止め て 下さ い 。(6 、7 ペー ジ 参 照 ) 
ご 注意 借 工 業 用 動 カ ミシン に ご 使用 に な る 場合 は 、 上 
記 家 庭 用 ミシン 程度 の 速度 に し て 下さ い 。 
人 @ 返 し 縫い (バッ ク 縫 い ) は で きま せん 。 フー リー 


ジグ ザ グ ミ シン は 中 基線 の 


素 X M に ダイ ヤル 又は レバ パー を 
れ 胡 合わ せ て 下さ い 。 振り 幅 レ 
部 内 バー は 0 に 合わ せ て 下さ い 。 

台 布 針 止 め ネ ジ の 右側 の 系 か け 


に ーー 争 金 は 下向き に し て 下さ い 。 
( あ ) そ の まま で は 腕 金 が 触れ て 
で は 月 \ 針金 


布 を 案内 台 の 下 に 入れ る と | 針 が 横 に 当っ て 折れ ます 。 


縫 え な い の て 必ず 案内 台 の | 中 基線 (M) 文 電子 や コン ピュ ー タ ー の 
上 に 入れ て 下さ い ミシン も 中 基線 に 合わ せ て 
ーーーーーーーーーーーーーー 下さ い 。 


@ 古 い ミ シン 又は ミシン の 種類 に よっ て は ロッ 
クル を 取り つけ た と き 押 え 棒 が 細く 密着 せ ず 
後方 部 が 下り 前 方 部 が 浮き 上 り ミ シン 針 先 に 
ロッ ク 下 系 が か か ら な く な っ て ロッ ク 縫 い が 


布地 で き な い 場合 が あり ます 。 そ の 場合 は 下図 の 
| よう に し て 下さ ゆめ 
押え 棒 を 下げ 
た と き 後 方 部 
布地 は 最初 ピン セッ が 水平 より 下 
ト で 入れ ます が 本 縫い が ら な いよ う 
の 場合 は その は ぎれ に 紙 を 入れ て 
に 続い て 入れ て 下さ い 下さ い 。 


( 6 ペー ジ 参 照 ) 
本 


糸 調子 の 仕方 (ミシン 糸 ・ ロ ッ ク 和 糸 ) 


ミシン 具 3 1. 直 線 縫い の 系 調子 は お 手持 ちの ミシン の 系 調節 で 行い ます 。 
} 因 ( ミ シン の 上 糸 は 通常 より や や 強め に 。 案 内 人 台 の 高 さ の 分 だ け 上 糸 が ゆ 


る み 下 夫 が 強く な る た め ) 

2. ロ ッ ク 縫 い の 送 り 目 調節 も ミシン の 「 送 り 調 節 」 で 行い ます 。 
(送り 目 は 通常 より や や 荒 目 に し て 下さ い 。2.5mm が 適当 で す ) 

3. ロ ッ ク の ォ 調 節 は 左 図 の よう に ロッ ク が 布地 の 端 で 組み 
合う よう に 、 主 に 調節 つま み の 強 弱 の 調整 で 行い ます 。 

( 強 十 弱 一 の 調節 は | 回 転 の 半分 の 半分 ぐら い ず つ 廻し て 調節 し ます ) 


ロッ ク の 上 糸 強 ( 下 糸 弱い ロッ ク の 上 系 弱く 下 糸 強い 
上 糸 調 節 ネ ジ を ゆる め る 上 糸 調節 ネジ を し め る 
むり / 
ーー ニー ニー) ーー テー ニニ)) 
5) 記 》 
糸 調 節 つ まみ を ゆる め る 下 糸 調節 つま み を し め る 
つま み を ( 強 ) へ 廻す つま み を 一 ( 弱 ) へ 廻す 


4. 下 ロッ ク 和 未 の 調節 だ け で 系 調子 が 出 な い 場合 は 、 上 ロッ 
ク 系 調節 ネジ を 少々 廻し て 強 弱 を 調節 し ます 。 

5. ロ ッ ク 和 の 強 さ は 、 左 図 の C | と C2 の 所 を 指先 で つま ん 
で 引き 出し て 座 の 重 さ 軽 さ の 加減 を 見 な が ら 調 節 し て 下 
さい 。 

6. ロ ッ ク 糸 が 調節 皿 の 3 と I10 の 間 か ら 外 側 に は ずれ て な い 
か よく 見 て 下さ い 。 は ずれ て いる と 調節 が で きま せん 。 
7. ミ シン の 下 糸 が 強 過 ぎる と 糸 つ り 状 (ひだ と り 状 ) に な っ 
て 布 が 進み ませ ん 。 ミ シン 下 座 は 軽く 出る よう に し て 下 
さい 。 又 、 布 を 左手 で 進行 方 向 に 引っ ぱる と きれ い に 縫 え 

ます 。 


ロッ ク 挫 の セッ ト の 仕方 


| . 左側 に 使用 する 上 ロッ ク 和 の 上 面 に ロッ ク 系 調整 円 盤 を の 
せ て セッ ト し て 下さ い 。 又 、 管 の 細い 巻 は 円 盤 を 裏 向き 
に し て 下さ い 。 (特に 太 巻 き の 場 合 に 必要 で す ) 

2. ロ ッ ク ミ シン 系 以外 の ミシン 糸 を ご 使用 に な る 場合 は 、「 系 
止め 切り 込み 」 の ある 側 を 下 に する か 、 ふ ち に 系 が 引っ か 
か ら な いき れい な ボビン に 巻き 替え て 使用 し て 下さ い 。 


癌 念 
2 下 系 用 ポ ボビン 
ロッ ク 失 の 簡単 な 交換 の 仕方 、 ロ ッ ク 系 の 太 さ 


1. ロ ッ ク 率 を (の 箇所 で 切り ます 。 

2. ロ ッ ク 側 に 残っ た 座 先 と 、 交 換 す る 先 を 各々 結び ます 。 

3. 結 び 目 が ロッ ク 針 の 穴 を 通る まで 系 先 ⑧⑤ を 引き 出し ます 。 

4. ロ ッ ク 率 を (の と ころ で 一 度 引く と 糸 が ゆる ん で 無理 な 
く < 引き出せ ます 。 

5. ロ ッ ク 浴 の 太 さ は 通常 60 一 90 番 を 使用 。 飾 り ロ ッ ク は 30 一 
50 番 ( 段 染 め 、 カ ラー 糸 ) を 使用 し ます 。 

6. 直 線 縫い 系 は 60 番 、 ロ ッ ク 朱 は 90 番 、 又 全部 が 60 番 か 90 番 

1 等 種々 自由 に 使用 で きま す 。 


下 ロ ッ ク 座 が ⑭ と ⑬ の 間 で まち が っ て 下図 の よう に 座 留 め 板 
の 下 側 に 糸 が 通し て ある と 糸 が 切れ て 縫 え ませ ん 。 


上 ロッ ク 糸 
ーー 訂 


ドロ ッ ク 糸 バハ 、 
あの で 


の 


ちち の 〇 や 一 


取り 付け 方 、 縫 い 方 に つい て 特に 重要 な 事項 を 再度 説明 


ーーー 一 取り 付け 方 に つい て 再度 の 説明 
| . 


. 押え 上 げ レ バー が 下げ て な いと 縫 え な い の で 注意 。 
. 縫い 目 が 引き つる と き は 左手 て 布 を 進行 方 向 に 引い て 下さ い 。 
. ロック 和 糸 の 糸 調 節 は それ ぞ れ の ミシン の 直線 縫い の 調子 や 布 


. 布 の 角 や カー ブ に な る 所 は ゆっ くり 一 針 一 針 指 先 で 案内 し な 


. 縫い 終っ た ら 布 は 進行 方 向 に 引き 出し 無理 に 横 方 向 に 引か な 


本 器 (ロッ ク ) を 取り 付け る 前 に 、 ミ シン は 直線 縫い が で き 


中 右 ジン ジグザグ SS ン 
は 中 基線 に レバ 
る 状態 に し て あり ます か 。 (縫い 目 送り は 2 て 3mm で す ) R 


一 又は ダイ ヤル 
ジグ ザ グ ミ シン は 中 心 (中 基線 ) の 直線 縫い こし て あり ます か 。|。 uk oe 2 を て ドミ 
但し 、 左 基線 ミシン 、 又 は 斜め 針 ミ シン 等 は 9 、10 ペ ー ジ の 取付 金具 M SS 三光 の 
に つい て の 表示 を 見 て それ ぞ れ の ミシン に 金具 を 合わ せ て 直線 縫い \ ツ で へ ヽ の \ ミシン も 中 基線 
が で きる よう に し て お いて 下さ い 。 9 に 合わ せ て 下さ い 。 

。 上 ロッ ク 糸 、 下 ロッ ク 糸 共に 糸 の 強弱 を 調節 する 調節 皿 (3 この よう に は め 
と 10) の 間 を 通っ て いま すか 。 は ずれ て いる と 縫 え ませ ん 。 腕 金 が 針 止め ネ て 下さ い , 

( 3 . 5 ペー ジ 参 照 ) ジ に は め て な い の 〆 C 

. ル ビー ロッ ク II に つい て いる 、 縫 い 見 本 布 と ロッ ク 糸 は 切り と ゴ ッ ン と 当っ 


外さ な いで 下さ い 。( 静 か に 少し 布 を 外し て ミシン 針 穴 (U 字 | て 半 が 下がら な Oo 


型 溝 ) が 見 える よう に し て か ら ミ シン に 取り 付け ます ) に 

、 針 止め ネジ に ロッ ク 腕 金 が 右 図 の 〇 つ 印 の よう に は め ら れ て い | さ ぃ 。 WI 

る か 再度 確認 し て 下さ い 。 X コ 
ーー 一 一 縫い 方 に つい て 再度 の 説明 一 一 一 

. まず 、 は ぎれ を 使っ て 試し 縫い を し て 下さ い 。 Si 

。 布 は 案内 台 の 上 に 入れ て 下さ い 。 ( 下 側 に 入れ な いで 下さ い ) 2 ヶ の 金具 止め ネジ 


. 布 を 軽く 右 へ 押す よう な 感じ で 手 を そえ て 縫っ て 下さ い 。 
. 縫い 方 の 始め は ゆっ くり 、 ゆ っ くり 使用 し て 下さ い 。 


は し っ か り し め て 下さ い 。 


本 器 ロ ッ ク の 針 先 は ミシン の 針 の 3 倍 以上 の 速 さ で 動き ま 2 
に し な いで 下さ い 。 急 な カー プ 又 は 


背 只 角 を 縫う と き 又 
S は 厚地 の 布 を 
うと き は 指先 で 
案内 し な が ら 一 
針 一 針 ゆ っ くり 
縫っ て 下さ い 。 


の 厚 さ に よっ て 不調 に な る 場合 が あり ます の で その つと 少々 
の 調節 を し て 下さ い 。 


が ら 縫 うと きれ い に で きま す 。 又 、 布 が 大 きく て 重い と き は 
絶え ず 指先 で 右 の 方 向 に 押し つけ る よう に し て 縫っ て 下さ い 。 生み 
側 に 直線 縫い を 
する と 一 層 丈 夫 
な ロッ ク 縫 い が 
で きま す 。 


いで 下さ い 。 ロ ッ ク 糸 は Ci、Cz の 所 を 指先 で 引っ ぱり な が ら 
引き 出し て 下さ い 。 


. ロッ ク の 糸 が か か ら な く て 直線 縫い し か で き な い と き は ミシン の 針 の 先 に ロッ ク の 下 系 が か 


か ら な いか ら で す 。 ミ シン 人 針 を |mm 程 下げ て 止め て 下さ い 。 特に 職業 用 の ミシン の 一 部 に は 
ミシン 人 針 の 位置 の 高い の が あり ます 。 下 げ て 下さ い 。 但し シン ガー の スラ ント (斜め 針 ) ミ 
シン は 釧 位 置 が 低 す ぎる の て で 絶対 に 下げ な いで 下記 を 参考 に し て 下さ い 。 


。 古い ミシン 又は ミシン の 種類 (斜め 針 ミ シン を 含む ) に よっ て は ロッ ク II を 取り 付け た と き 


押え 棒 が 細く て 密着 せ ず ガタ ガタ する 場合 が あり ます 。 そ の 場合 は ロッ ク 糸 を 付け た 後方 部 
が 下がっ て 前 方 部 が 浮き 上 が り ミ シン 針 と 下 ロ ッ ク 針 の 間 が 開い て ミシン 針 先 に 糸 が 掛か ら 
な く な り 目 が 飛ん だ り 直 線 縫い だ け に な っ た り し ます 。 そ の と き は 下図 の よう に し て 下さ い 。 
※ 押 え 棒 を 下げ た と き 後 方 部 が 水平 より 下がら な いよ うに 紙 を 入 
れ て 下さ い 。 目 飛び が な く な り ま す 。 但し 入れ すぎ る と ミシン 
針 と ロッ ク の 下 針 と が 接近 し すぎ て 系 切れ が 生じ ます の で 注意 。 
又 、 入 れ す ぎ る と ロッ ク 全 体 が 浮き 上 が っ て ロー ラー が 布 を 押 と ーー 
えな く な っ た り 布 送り が で き な く な り ま す の で 注意 し て 下さ い 。 紙 ( 目 と 防止 の た め に 入れ る ) 


取り 付け 方 ・ 縫 い 方 等 に つい て の 質問 と 解答 集 (Q &A) 


剛 1] ルビ ー ロ ッ ク を 付け る の に 時 間 が か か る 。 普通 は どれ ほど で ? (3 ペー ジ 参 照 ) 
人 略 ) 押 え 棒 に 付い て いる 押え 金 と 糸 切 り を 取り は ず す の に | 一 2 分 で 、 針 止め ネジ に ロッ ク の 
腕 金 を は め 合 わせ な が ら 押 え 棒 に ロッ ク の 取り 付け 部 ( コ の 字形 ) を は め る の に 2 一 3 分 
あれ ば 充分 で す 。 ミ シン 糸 と ロッ ク 糸 の 4 本 を 左 に 引き 出し て 布 を 入れ て 縫い 始め る の に 
5 一 6 分 で す 。 か か っ て か ら 1!0 分 以内 で で きま す 。 
問 2] ロッ ク は 取り 付け られ た が 、 コ ツン と 当っ て 針 が 下がら な い ? (3、6 ペー ジ 参 照 ) 
圏 急い で 取り 付け よう と し て 針 正 め ネ ジ に ロッ ク の 腕 金 が 正常 に は め て な いと 針 止め ネジ と 
腕 金 が コツ ン と 当っ て 下がり ませ ん 。. 
賠 3}) ミシン 針 が ロッ ク の り いり 字 型 形 の 針 穴 の 横 に 当っ て 針 が 折れ る ? …| (8 ペー ジ 参 照 ) 
ジグ ザ グ ミ シン は 中 基線 (M) と ダイ ヤル (S ) に 合わ せま し た か 。 又 、 間 違い な く 直 線 
縫い に し て あり ます か 。 中 基線 に 合わ せら れ な い 左 基線 (L) ミシン は 専用 の 取り 付け 金 
具 が 付け て あり ます か 。 ミ シン の 針 止 め ネ ジ に つけ て ある 系 掛け 針金 が ロッ ク の 腕 金 に 触 
れ て いま せん か 。 少 し で も 触れ る と 針 が 横 に 押さ れ て 針 先 が 当っ て 折れ る の で 注意 。 
[ 間 4 ロッ ク は 取り 付け が で き て 動き ます が 、 直 線 縫 いし か で き な い 。 ど うし て も ロッ ク 
縫い に な ら な い 。 ロッ ク 糸 が 乱れ て いる W SIN Ge2 和 ea ( 4 、6 ペー ジ 参 照 ) 
ミシン 針 の 先 が 下 ロッ ク 糸 まで 届い て いな い の で 針 を | mm 程 下げ て つけ て 下さ い 。 そ れ で 
も だ め な と き は ロッ ク の 後方 を 少し 上 げ て 下さ い 。 Ne 8 の BROTHER Sh. の 金具 が つ 
て いる と き は No | の LOW (G も を S 避 の 金具 に つけ か えて 下さ い 。 下 ロッ ク 糸 が 針 先 に か か る 
あう 息 培 あ まり 
問 5] 縫 目 が ゴツ ゴツ 又は ヒダ 状 に な っ て 布 が 進ま な い 。 針 が 折れ る ? (3 、5 ペー ジ 参 照 ) 
ミシン の 押え 上 げ レ バー が 下げ て あり ます か 。 ロ ッ ク を 上 げた まま と か ミシン の 送り 歯 が 
下げ た まま に な っ て いる と 布 が 送ら れ な い 。 又 、 送 り 目 の 調 節 が 細か すぎ た り 糸 くず が 引 
きか か っ て いる と き は 縫 目 が ゴツ ゴツ に な り ま す 。 無理 に 細 す と 針 の 先 が 曲っ て 針 が 折れ 
ます 。 こ の 場合 は 、 布 を 進 向 方 向 に 手 で 引き 出し て 下さ い 。 送 り 目 は 荒 目 3 mm 位 に し て 下 
さい 。 ミ シン の 送り 歯 が 由 すぎ て いる 場合 は ロッ ク の 縫い 目 が 引き か か る の で 注意 。 又 ミ 
シン の 下 糸 が 強 過 ぎる と 糸 が つっ て ヒダ 状 に な っ て 布 が 進ま な い の で 下 終 が 軽く 出る よう 
本 で お 入 必 e MR 
問 6 少し 縫っ た ら 糸 が 切れ た ? の めき 油 3 誠 ZIVECS IKENOIARZu is (Wi 6 、 10 ペ ー ジ 参照 ) 
ロッ ク 糸 の 通し 方 の 間違い や 調節 A ネ ジ に ロッ ク 糸 が まき つい て いま せん か 。 ォ 調 節 が 強 
過ぎ ませ ん か 。 ミ シン 針 と 下 ロ ッ ク 針 と が 接近 し 過ぎ て 切れ る 場合 も あり ます 。 だ 57 の 22 さ 
No 1 の LOW や きく の 金具 が つい て いる 場合 は No 8 の や 3 上 の 金具 に つけ 換え て 下さ 
い 。 その 他 の 金具 が つい て いる ミシン は ロッ ク の 後方 を 下げ て 下さ い 。 
ロッ ク の 底面 と ミ シン の 面 が ぴっ た り 合 わ ず 浮 いて いる M Set 生生 YE の) < 
ロッ ク の ロー ラー と ミシン の 送り 歯 と が 接合 する と それ 以上 は ロッ ク の 底面 が 下がり ませ 
ん 。 送 り 歯 の 高低 に よっ て 隙間 が 一 定 に な り ま せん 。 2 一 3 mm の 隊 間 は 正常 で す 。 
ロッ ク が フワ フワ し て 静止 し な い 。 人 針 が 折れ る 2 8597307S ADSBRUeieVE1S75:212625 の KNEOERXZ7o0e1RO512ZGr 
どん な ミシン で も 送り 歯 は | mm 程度 の 上 下 動 を し な が ら 布 を 送り ます 。 ロ ッ ク は その 上 に 
ある の で 押え 金 と 同様 に 上 下 動 を する の が 正常 で す 。 又 、 針 が 折れ る の は 針 止 め ネ ジ が ゆ 
る ん だ り 、 ロ ッ ク 本 体 の 取り 付け ネジ が ゆる ん で 針 が 当っ て 折れ る 場合 が ある の で ネジ は 
し っ か り し め て 下さ い 。 
避 9| ジャ ノ メ セ ン サ ー ク ラフ トミ シン に 取り つけ る 場合 ?… 
セン サー が ⑳ の 図 の よう に 押え 棒 に 止め て あり ます セン ッ ー 
か ら こ の 止め ネジ を ゆる め る か 、 は づ す と セン サー を 
が ⑧ 図 の よう に 上 方 に 上 っ て ロッ ク が 簡単 に つけ ら (⑳ の 
れ て 縫い 目 も きれ い に で きま す 。 の の 72222Z///////7/722 


開 


開 


還 還 


図 


が 一 


⑥ 


糸 掛 け 針 金 (は り が ね ) が 右側 に 長く 出 た ミ 


ジン バン (AUNNtG 


「 糸 掛け 針金 」 が 右側 に 長く 出 た 一 部 の 2 本 人 針 が 使用 で きる ジグ ザ 
グミ シン に ルビ ピー ロッ ク TI を 取り 付け る 場合 は 、 腕 金 が 正しく は め 
られ る よう に 右側 の 「 糸 掛け 針金 」( 下 図 ) を 取り は ず す か 下向き に 
曲げ る か 又は 切り 取っ て 腕 金 が 触れ な いよ うに し て 下さ い 。 触れ る 


小さ い 終 か け は 

と 針 穴 の 左側 に 当っ て 針 折れ の 原因 に な り ま す 。 し 講読 CS 

(長く 出 た 糸 掛 け の ミシン は ご く 一 部 で す 。) 2 本 訓 は きま す 取り 除 か 
使用 で きま せん 。 AGE で SRIUN 


正面 


1 


この 糸 か け を 下 
向き に 曲げ る か 
切り 取り ます 


正面 


右側 面 


人 、 ee 
この よう に 切り 取る 
又は 腕 金 が 触れ な い 
よう に 下向き に 曲げ 
る 


1 


この よう に は め る 


ミシン の 押え 金 に つい て 


押え 金 が 正常 な ミシン 


押え 金 と 送り 歯 が 平行 
で ある こと を 確認 し て 
下さ い 。 


押え 金 が 正常 で な い ミ シン 
! 1 押 
え 


この よう な ミシン に 取り 付け た 
場合 は 、 針 が 折れ た り 、 糸 が 切れ た 
り し ます 。 正 常に 直し て 下さ い 


取り 付け る と き は ミ シ 
。 | ン 針 を 最上 の 位置 に 上 
げ て か ら 正 常に つけ て 
華 下 さい 。 


e 写真 ⑤ の よう に 腕 金 は 正常 に は め て 下さ い 。 
@ 布 の 入れ 方 は 案内 台 の 上 側が 正常 で す 。 
下 側 に 入れ な いで 下さ い 。 


(3 一 6 ペー ジ 参 照 ) 


XX 
針 折 れ ネネ 切れ 針 白 れ 

針 位置 を よく 

調べ て 下さ い 
(I10 ペ ー ジ 参照 ) 


ジグ ザ グ ミ シン の 基線 に つい て 


直線 縫い を する と き の ミ シン 針 の 位置 
ジ ジ ンジ 直 

グ グ グ 中 線 

ザ 8 2 基 ミ 

グ グ の 線 シ 

左 中 右 の ン 

由 基 基 位 は 

線 線 株 置 す 

で べべ 

「 


1 つと AS 
ミシン 人 針 は 普通 布 に 14 番 で 、 目 の こん だ 
布 に は 中 番 を 使用 し ます 。 
ニッ ト 用 の ミシン 人 針 は 先 が 短 く 下 ロッ ク 
系 に か か ら な い の で 、 ロ ッ ク 縫 い が で きま せん 。 
特殊 ミシン 針 、 又 、 針 先 が 曲 っ た 針 、 つ 
ぶれ た 針 は 使用 し な いで 下さ い 。 

@ 針 止 め が ゆ る むと 、 針 が 抜け て 針 が 折れ ます 。 
ネジ は ゆる まな いよ うに し っ か り し め て 下さ い 。 
@ ミシン 針 が 最上 位置 
に 上 り 足 りな い ミ シン 
は 取り つけ る と き 争 先 
が ロッ ク 針 に 当る の て で 、 
針 を は ず し て つけ て 下 

さい 。 


ミシン 針 の 針 止 め ネ ジ に つい て 


ENG ミト ルー 


ee 
図 さ 
の い 
み 訓 低 
上 1 
⑥⑯ O ET1※ 記 1O 閉 
四 不 ネ 可 用 
能 ぞ 能 


※ 針 止め ネジ が 小さ く 、 ル ビー ロッ ク TI の 腕 金 
が 掛か ら な い ミ シン (一 部 の 工業 用 ミシン ) 
の た め に 、 工 業 用 針 止め ネジ が 
あり ます 。( 右 図 ) 必要 な 場合 は / タ 
取り 付け 金具 同様 お 申し 込み 下さ い 。 

(10 ペー ジ 参 照 ) 


附属 部 品 の 取り 付け 金具 に つい て 


ルビ ー ロ ッ ク II は 、 標 準 家庭 用 ミシン (押え 金 の 取付 棒 の 位置 が 低い ロー シャ ンク の ジグ ザ グ ミ シ 
直線 縫い ミシン ) に 合わ せ た L 0 W 記 号 入り 取付 金具 が 取り 付け られ て いま す が 、 ミ シン の タ 
イプ に より 、 下 記 専 用 金具 又は 特注 取付 金具 (特別 注文 の 金具 ) に 取り 替え る 必要 が ある も の が ご 


く 一 部 の ミシン に あり ます 。 


取付 金具 説 明 | 適 種 ミ シン 
No. 1 家庭 用 ミシン で 布 押え の 取付 家庭 用 直線 縫い ミシン と 家庭 用 ジ 
棒 の 位置 が 低い ロー シャ ンク グ ザ グミ シン (5mm 振 幅 ) の ほとん ど 
の 標準 型 ミ シン に 使用 し ます 。 が この タイ プ で す 。 標準 型 の 足 踏 
le (本 体 に 取り 付け られ て いま す ) ミシン 、 電 動 の ボー タフ ルミ シン の 
EEEPC ee ミシン に 取り つけ る と き は この 凹部 を すべ て の ミシン に 使用 で きま す 。 
属 | ロー シャ ンク ミシン 用 1 押え 醒 の ネジ に 含 わせ て し め て 下さ い 。 
部 No.2 | え の 取 付 権 の 位置 が 高い ノイ 職業 用 ミシン と 低速 が で きる 工業 用 
2 (. ク 職業 用 ミシン と 、 家 庭 用 ミ シ シン ミシン と 職業 用 タイ プ の 家庭 用 ミシン 
中 か ャ プラ ザー ヌー ベル クチ ュー ル 、 リ ッ 
ー ン | に 22 は ン カー マイ ティ 、 三 菱 MZ2 等 
標準 型 シン に 使用 し ます 。( 符 属 部 品 で ク 十 い 30 年 以上 前 (103 型 ) ミシン の 中 に は 特 
ハイ シャ ンク ミシン 用 | す ) 注 部 品 が 必要 に な る も の が あり ます 


専用 又は 特注 の 取付 金具 に つい て - ご < 


ー 部 の ミシン の た め に 説明 


お 手持 ちの ミシン の 92% は No. 1 と No. 2 の 標準 型 で す 。No. 3 一 No. 7 は 8 程 で す 。 


No.3 斜め 針 ミ シン は シン ガー ミシン 
の 一 部 の ミシン で 他社 に は あり 
ませ ん 。 


この ミシン は 針 が 最上 に 上 り 足 
※ ( りな い の で ミシン 針 を は ず し て 
ルビ ピー ロッ ク II を 取り つけ ます 


シン ガー スラ ント 専用 


ジン ガー 

モモ SS PS ナナ 
( ラ ュ ニ テ ュ ラ 等 
シン ガー677U は 特別 ※ 文 


具 が 必要 で す 。 


li.4 家庭 用 ジグ ザ グ ミ シン で 直線 
い を する 時 に 針 が 針 穴 の 左端 に 
落ち る 、 左 基線 ミシン に 使用 し 
ます 。 右 基線 用 は 特注 金具 が 必 
要 で す 。 (ご く 少 な い 一 部 の ミシン ) 


ロー シャ ンク レフ ト 用 


20 

ハイ ドリ ー ム 670 

ハイ エー ス 671 

ダイ ヤル スー バー 
672.680 


ヤル を M の 中 基線 に 合 
わせ る と No1.LOW の 金具 
の まま て 使用 で きま す 
リッ カー(RZ-204.304.307 他 ) 

プラ ザー( シ スタ ー. オ ー パ スエ イト . 他 ) 
フラ ザー コン バル の は 7 孔 幅 の 左 基線 特別 注文 金具 必要 
ミニ ジャ ガー は 左 基線 が 多く 一 部 に 右 基線 が あり ます 
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No.5 ] 


ト 用 


ハイ シャ ンク で な お か つつ 左 基線 
の 家庭 用 ジグ ザ グ ミ シン に 使用 
( ま 59 


リッ カー( マ イ テ ィ 40.1000) 
ジュ ー キ (HZ.-25) 
シン ガー(190U) 


ジャ ノ メ セ シオ ・ グ ラフ ィ カ (特注 金具 必要 ) 


ジャ ノ メ ノ ジグ ザ グ ミ シン で 最 
大 振幅 が 6.5 一 7mm ま で ある ミ シ 
ン に 使用 し ます 。 又 、 5 mm 振幅 
の ホコ ヨタ ミシン 、 2 ャ ガー ミ シ 
ン の 一 部 に も 使用 し ます 。 


ジャ ノ メ 7 嘱 幅 
ド 当 ああ 。 ジャ ガー ピ 


トピア 801 .802.804.805 

エク セル 18.20.22(811 一 819) 
メモ リア 5001 .5002 

メモ リー クラ フト 5500.6000.6500 
ニュ ー ホ ー ム 3200 他 

トヨ タ ( フ リー ヌ ) 昌 時 が WE 且 ミ シン 
ジャ ガー メイ ト F3 他 ・ 


ジャ ノ メ 


No. 7 


滞 二 で ふっ 


ミニ ジャ ガー の 一 部 の 右 基線 ミシン は 特注 金具 が 必要 で す , 
ジャ ガー 


特注 の 金具 に つい て 


アス トラ マチ ッ ク も 特別 加工 の 金具 が 必要 で す 。 


ーー 


プラ ザー コン パル アル ファ は ロー シャ ンク の 7mm 振 り の 
左 基線 用 金具 が 、 又 シン ガー の 677U も スラ ント の 左 基線 
用 の 金具 が 必要 で す 。 又 その 他 ハ イシ ャ ンク の 右 基 線 用 
な ども 特別 加工 の 特注 金具 が 必要 に な り ま す 


| 取付 金具 


説 明 


待 | ( ら 計 ia,O た 
loo 
金 | Ne8 

自 | ー 部 の ラニ ミン ジン と 


他社 の 一 部 の ミシン 兼用 


この 金具 は No 1 の 標準 型 の ミシン ン に つけ る 金 
具 と 同じ も の で す が 取 付 穴 の 位置 を 0.5m 程 
前 方 に な る よう に し た も の で 主 に ブラ ザー ミ 
シン の 一 部 と 他 の メー カー の 一 部 で 下記 に 示 
す 場 合 に 使用 し ます た だ し 、Nol の LOW で 
縫 え て いる と き は 取り 換え な いで 下さ い 


No. 1I 


板 の U 字 形 針 穴 と 


E ビー ロッ MA ) 
正常 位置 を 示す 図 


[rc 
6 sk o ふ っ 


ク の 金具 を つけ て ミシン に 取 
り 付 けた と き に ミシン 針 が ② 
の 箇所 に 当る か 接触 する 場合 
は ロッ ク 縫 い の 目 が 乱れ る こ 
と が あり ます の で 取付 穴 位置 


| 選 の ロー シャ ン 


14.0 一 !4.5mm 


| 


を 0.5mm 程 変え た No.8 の 金具 
/ | と 交換 する こと に より きれ い 
に 縫う こと が で きま す 。 
同一 機種 の 同型 ミシン で も No.1 より No.8 に 適 
合 す る 割合 の 多い ミシン は 次 の よう で す 。 


押え 棒 の 中 心 と ミシン 
針 の 中 心 と の 間 の 寸法 
が 押え 棒 の 太 さ や ガタ 
つき な どの た め ミ シン 
針 と ロッ ク の 下 針 と の 
間 が せま く な っ た り 広 
7 かつ だ NG 年 
は あり ませ ん 。No | と 
No 8 の 金具 は 0 .5mm 各 違 
えて あり ます 。 


フェ アラ イン 三菱 ミシン 

No.4 (直線 ミシン ) 千代 田 ミシン 
Ne5 プラ ザー { ペース セッ ター 他社 ミシン 1《 ジ ャ ノ メ マ リー ナ 
0 に コン バル DX ジャ ガー ミシン 
No.7 ザ コン パル エー ス 等 ハッ ピー ミシン 等 
ミシン 針 の 沙 ち る 位置 図 No 1 の 標準 金具 を つけ 
左 基線 ミシン (No. 1 が 正常 位置 ) た ロッ ク を ミシン に 水 


(レフ h) 


直線 縫い を する と き に ミシン 針 
が 針 穴 の 左端 に 落ち る ミシン が 
左 基線 ミシン 。 そ の 反対 が 右 基 


線 ミ シン 。 


平 に つけ た と き ミ シン 
針 が 落ち る 位置 を No で 
示す 図 で 適合 する 金具 
に 取り 替え る た め の 参 
考 に し ます 。 


ミシン 針 の 位置 (No | ) 
と 下 ロ ッ ク 糸 、 針 と の 
関係 を 示す 図 。 

No I 


案内 針 


(T ロ ッ ク ネ の ) 


この 2 つの ネジ を マイ ナス ドラ イ バ ー で は ず 
し て 、 取付 金具 を 交換 し ます 。 ネ ジ は ドラ イ バ 
ー で し っ か り し め て 下さ い 。 


上 ロッ ク 糸 案内 針 は ミシン 針 の 位置 に 添っ 
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特殊 構造 の ミシン (0.196) に つい て 

ジャ ガー アス トラ マチ ッ ク は ハイ 、 レ フト て で 針 穴 位置 が 2.0mm 
後方 に 移動 し た ミシン で すか ら 特 注 の 取付 金具 が 必要 で す 。 
又 、 ミ シン の 構造 の 違っ た ヨー ロッ パ 製 の ミシン (スイ ス の 
エル ナ 、 ホリデー ヌ 。 スウェー デン の ハス ク バ パー ナ ・ エ レク ト 
ロラ ックス の プリ ズ マ 、 イ タリ ー の ロジ カ ) と プラ ザー パス 
ネオ ・ パ ステ リア の ミシン に は 取り 付け られ ませ ん 。 


て すれ すれ の 状態 で 左右 に 振り 動く よう に 
な っ て いま す 。 これ が 正常 で す 。 
ヽ 、 まだ ミシン 針 先 位置 
上 ロッ ク 針 一 ミ 
リン ミシン 針 先 位置 


aa ニー ュー ニー っ 


又 下 ロッ ク 糸 案内 針 の 先端 も ミシン 針 に す 
れ す れ で 触れ る 程度 で ロッ ク 糸 を 掛け な が 
ら 抜 ける よう に し て あり ます 。 こ れ が 正常 で 
すか ら 変 形 さ せな いで 下さ い 。 


PATENT 


RubuleckI 


MODEL R-L2 1 


別売 部 品 に つい て 
専用 取付 金具 ・ 特 注 取 付 金具 は | 個 360 円 (税込 ) で す 。 取 扱 
い 店 に な い 場 合 は ご 使用 に な る ミシン の メー カー 名 、 名 称 ( 型 
番 ) と 、 金具 の NoO 〇 を ご 記入 の 上 、 郵便 切手 同封 に て 下記 本 社 
迄 お 申し 込み 下さ い 。 お 送り し ます 。 
国際 特許 ルビ ー 印 ミシン 附属 品 製造 
ん グン 東洋 精 器 工業 山 
〒503 岐阜 県 大 垣 市 小泉 町 302 
TEL 0584-78-5478O 


1C 


※ 本 体 カ バー と 取扱 説明 書 の 写真 が 一 部 異な り ま す 
が 、 お 取り 付け 、 お 取り 扱い 方 法 に は 変わ りあ り ま 
せん の で 、 ご 了承 下さ い 。 


右 の 図 の よう に 新型 カバ ー に よ 
り 、 押 え 上 げ レ バー が 右 内 側 に 
ある ミシン で も カバ ー が 低く な 
っ て らく に お 取り 付け ご 使用 が 
可能 に な り ま し た 。 新型 カ パ ー 


ルビ ピー ロッ ク II を 
安全 に ご 使用 に な る た め に 


4) 注意 : けが 防止 の た め に 、 次 の こと を 必ず 
お 守り くだ さい 。 


。 この ルビ ー ロ ッ ク II を 電動 ミシン に 取り 付け る と き は 、 ミ シン が 不 
意 に 回 転 す る お それ が あり 危険 で す の で 、 必 ず 電 源 を 切っ て お いて 
くだ さい 。 足 踏 ミ シン の 場合 も 急 に 回 転 さ せな いよ うに 十分 ご 注意 
7 日 


. 操作 中 は 、 ミ シン 針 や ルビ ー ロ ッ ク II の 動く 部 分 に 指 を 触れ る と 、 
けが を する お それ が あり ます の で 、 絶 対 に 指 を 近づけ た り 、 触 れ た 
2 


。 操作 中 は 、 お子様 や 他 の 人 を 近づけ な いで くだ さい 。 も し 、 ル ビー 
ロッ ク II に 触れ て 不意 に 大 きく 動か され る と ミシン 針 が 折れ た り 曲 
が っ た り し て 危険 培 す 。 


ミシン は ゆっ くり ご 使用 くだ さい 。 高速 縫い は で きま せん 。 


。 ミシン を 作動 させ る 前 に 右手 で は ずみ 車 を 5 て 6 回 廻し て 、 確 実に 
縫 え る こと を た し か め て か ら 、 電 源 を 入れ て くだ さい 。 


. ルビ ピー ロッ ク II の 上 に 重い 物 を 置か な いで くだ さい 。 又 、 本 体 を 落 
され た 時 は 、 販 売店 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


、。 ご 使用 に な ら な い 時 は 、 ミ シン 本 体 か ら 取 り 外 ず し て 保管 し て くだ 
さい 。 


、 ミ シン の 取り 扱い に つい て は 、 そ の ミシン の 取扱 説明 書 、 及 び 注 意 
事項 を よく お 読み の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 ま た ルビ ピー ロッ ク II の 取 
扱 説 明 書 と 保証 書 は 共に 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


の たび は 娠 買 莉 げ 給 た だ 諾 まし て 
議 に あり が と うど ご ざい ます 。 


ーーー こ の 製品 の お 取扱 方 法 な どの ご 不明 な 点 は ーー- 


フリ ー ダ イヤ ル 【@W@0120-08-5571 


AM9 : 30 一 PM4 : 30 (日 曜 、 祝 日 、 土 曜 午後 休み ) 


くさ ュ = 豆 主 量 量 SA 
東洋 精 器 工業 内 サー ビス 係 
まで お 問い 合わ せ 下 さい 。 
ミシン の 構造 の 違っ た ヨー ロッ パ 製 の ミシン (スイ ス の エル ナ 、 ス ウェ ー 
デン の ハス ク バ パー ナ * エ レク トロ ラッ クス の プリ ズ マ 、 リ ッ カ ー ホ リ デ ー 
ヌ 等 ) と 、 ブ ラ ザ ー パ ステ リア 、 ジ ャ ノ メ セ シオ ・ グ ラフ ィ カ に は 取り 付 


けら れ ま せん 。 


も 

ー お客 の 取 角 衣 書 に 伴っ た 下 常 な ご 使用 状 - 
_ 態 で 、 万 一 夏 障 し た 場合 に は 、 本 保証 書 記載 内 
容 ( 裏 面 ) に より 、 お 買い 上 げ 販売 売店 が 受付 、 修 


_ 理 いた し ます 。 B 
に ル ゼ ーッ ター 人 
21 人間 12 ヶ 月 


お 買い 上 げ 日 -※ 平 成 年 月 日 
円 曲 に HD TEL 


お | ※ ご 住所 
様 | ※ ご 芳名 様 
い ※。 ご 使用 の ミ ジン に つい て 記入 及び 設 当 す る [ に 〇 を つけ て 下さ い 。| 
hr 
> し 則 3 4 特殊 な ミシン -5.. 
口 家庭 用 ミシン 貴 直 線 縫い ミシン 口 電動 シン 口 斜め 針 ミ シン 口 そ の 他 
口 職 業 用 ミシン ロジ グ ザ グミ シン 口 足 踏 ミ シン 口 左 基線 ミシン ( り 
口 工業 用 ミシン 
※ 住 所 ・ 店 名 
販 
店 
※ 印 の 欄 は - 特 評 ルピー 印 ミ シン 附 峰 器 製 造 販売 元 2 : ・ 
必ず 記入 か 上 
し て 下 き 東洋 精 器 工業 株 式 会 社 05 


い s - 〒503 大 垣 市 小泉 町 302 TEL <0584>78 一 5478 


* 保 証 規 定 


1 . 保証 期間 中 (お 買い 上 げ 日 より 12 ヶ 月 間 ) に 、 取 扱 説明 
書 に 従っ た 正常 な 使用 状態 に お いて 、 万 一 故障 し た 場合 
無料 で 修理 いた し ます 。 

. 保証 期間 中 に 、 無 料 修理 を 受け る 場合 は 、 製 品 と 共に 
Mi * 提 示 の 上 、 お 買い 上 げ 販 売店 に 依頼 し て くだ 
5 

. 保証 期間 中 で も 、 次 の よう な 場合 に は 有料 に な り ま す 。 
の ミシン の 高速 回 転 (300 針 / 分 以上 ) で の ご 使用 に より 

生じ た 故障 及び 損傷 (特に 高速 工業 用 ミシン に 使用 する 

こと は で きま せん の で 注意 し て 下さ い 。) 

( 使用 上 の 誤り 、 不 当 な 修理 や 改造 に よる 故障 、 及 び 

損傷 、 ま た は 部 品 の 紛失 

《) 油 切 れ に よる 部 品 の 摩耗 
避 業務 用 に 酷使 され 故障 し た 場合 
( 的 お 買い 上 げ 後 の 輸送 、 移 動 、 落 下 等 に よる 故障 及び 

損傷 

全 火災 、 地 震 、 水 害 、 そ の 他 天 災 地 変 に よる 故障 及び 

損傷 

( ト ) 本 保証 書 の ご 提示 が な い 場 合 
の 本 保証 書 に 、 お 買い 上 げ 年 、 月 、 日 、 お 客 様 名 、 販 売 

店 名 な どの 記入 、 及 び 捧 印 の な い 場 合 、 あ る い は 字句 

を 勝手 に 訂正 され た 場合 
( り ) 製品 送付 に よる 修理 ご 依頼 の 場合 、 販 売店 及び 弊社 

へ の 送料 は 、 ご 負担 願い ます 。 

4 . 本 保証 書 は 、 日 本 国内 に お いて の み 有 効 で す 。 
SNR 

、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 

Th で も 実費 に て 修理 いた し ます 。 


| 陣 必 如 屈 特別 セッ ト 
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附属 部 品 
ピン セッ ト 
ww ( 糸 通し 用 ) 
| 3 
ニー ュー の 且 夫 44 ンジ 
日 (og S 凡 
0 馬 Mniho (別売 部 品 の | 部 ) 
左 基線 ミシン 用 
No. 
LEFr 9) 
に 
還 ジャ ノ メ 7 路 幅 
MGS 当 ジグ ザク 
6 ロ | 個 
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MODEL H-L21 


隊 只 ( 
問 上 IA6HIM 選 NIIa950 SEWING 


"半月 マ メイ の 軸 隊 ご > 芝生 全 9 定 面 の つ 思 
7 ニニ と ・ と ベル そそ 47 キー > 生 イ つみ? 守 V 生 町 衣 の こ 症 董 キ 
"E 許 と 邊 =) 先手 叶 交 O 坦 間 と \/ ベ ヒ 書 先 キ 
"Bo 曹 導 記 
志 次 癌 條 邊 つの P 詩 ] 軸 隊 衝 い 策 病 量 の べべ ミ の 己 尽 寿 キ 
- 
り 衝 の 光 6 章 補 と 時 員 の くく ミ の 選民 在 記 明 弥生 肖 キ 
(B 時 早 選 族 く べく ミ GE 熊 宇 二 / 「 首 特 ) 
"も P 半 緒 避 約 生 電 ま Gy) く く ミ の 上 へ 
人 ベ ミ い 早 立 手 うつ 普 べ べ ミ 氏 村 "くく ミ よ た 軍 「 べ くく ミ 選 
生 と どく べべ ミ い 二 病 量 の 四 業 手 ・ 田 型 導 了 還 8 ロ ー1| ャ 
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